
埼玉工業大学大学院工学研究科課程博士学位論文審査基準 

 

この基準は，埼玉工業大学大学院工学研究科（以下「研究科」という。）の課程博士の学位論文

審査における審査基準を定めるものである。 

 

第１条 審査基準 

一 学位申請者が主体的に取り組んだ研究であること。原著論文業績の要件については第２

条に示すとおりである。 

二 研究内容に新規性，創造性および有効性を有していること。 

三 当該研究分野の発展に貢献する学術的価値が認められること。 

四 博士学位申請者が，研究企画・推進能力，研究分野に関連する高度で幅広い専門的知

識，ならびに学術研究における高い倫理性を有していること。 

五 学位論文の内容が適切であり，論文としての体裁が整っていること。 

六 論文内容の発表および質疑応答が明確にかつ論理的に行われていること。 

七 上記の各号について，博士学位論文の予備審査会および本審査での発表と質疑応答，

ならびにこれまでの研究活動（学術誌への論文発表，国内・国際会議等での発表等）を

通じて評価を行う。 

 

第２条 原著論文業績 

一 研究期間内において，かつ最終試験の前に少なくとも二報の査読付き原著論文（ここでい

う原著論文とは，博士論文を構成する原著論文をいう。）が学術誌に掲載されていること

（accepted は可）。原著論文のうち少なくとも一報は，英文であることが望ましい。 

二 博士論文の内容が，申請者を first author とする原著論文として，一報以上掲載されて

いること（accepted は可）。 

三 博士学位論文審査委員会および当該学生の所属する専攻の合意が得られた場合，業績の一

部に，学術誌以外の業績を原著論文に代わるものとして加えることができる。 

四 博士論文を構成する原著論文に共著者がいるときは，当該論文が博士論文の一部あるいは

全部になることの承諾書を必要とする。 

五 一貫し連続した研究と当該専攻が認める場合，本条第一号に定める研究期間は当該学生の

博士前期課程もしくは修士課程における研究期間を含むものとする。 

 

第３条 英語審査 

前条第一号に定める原著論文に英文の論文がないときは，博士学位論文審査委員会は英語の最 

終試験を実施する。 

 

第４条 修得単位 

大学院学則に規定された単位を修得済あるいは修得見込であること。 

 

 

附則 この基準は，平成 25 年４月１日から施行する。 

附則 この基準は，平成 30 年４月１日から施行する。 

附則 この基準は，令和４年４月１日から施行する。 


